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紹介

著者

著者は自らを「長老」であると認めました（1節）。初期の教父たちの著作では、この手紙の著

者は使徒ヨハネであるとされています。初期キリスト教徒は一般に彼を長老として認識して

いました[1]。使徒は長老よりも高い権威のある職であったため、ヨハネが自分自身を使徒で

あることを説明したのではないかと考える人もいるかもしれません。実際にヨハネも自身を使

徒であると認識していました。しかし、ヨハネの使徒職は、パウロの使徒職のように、挑戦を

受け入れる余地はありませんでした。初期のキリスト教徒がパウロと同じようにヨハネの使徒

職に疑問を抱いたという証拠はありません。長老というのはより愛情を込めた称号であり、公

式ではないにしても少なくとも非公式に、教会におけるヨハネの役割を間違いなく表してい

ました。おそらくこの時も老人だったのでしょう。

元の受信者

この手紙の受取人の身元が疑問視されています。一部の学者は、ヨハネが特定の女性とそ

の子どもたちに手紙を書いたと結論付けています（1節）。[2]これらの通訳者の中には、彼女

の名前がエクレクタ（選ばれたという意味のギリシャ語エクレクテ、1節から）であると信じてい

る人もいます。しかし、ヨハネが13節でこの女性の姉妹をエクレクテと呼んでいることから、こ

れはありそうもないように思えます。ヨハネが特定の女性に宛てて手紙を書いたと信じている

人もいますが、彼女の名前はキリア（マルタという名前のギリシャ語形で、愛人または淑女と

訳されます。5節）ではないかと示唆しています。1節)。[3]しかし、これも、ヨハネが6節、8節、

10節、12節で使用した複数形の呼びかけを考慮すると、ありそうもないように思えます。より

可能性の高い説明は、ヨハネが特定の地方教会を女性として擬人化し、その教会のクリス

チャンたちを彼女の子どもたちとして擬人化したということです(参照:ペテロ第一5:13）。[4]

この見方は、キリストの花嫁としての教会の擬人化と調和しています（エペソ5:22-23; Ⅱコリ

ント 11:2; 黙示録 19:7）。[5]

新約聖書には、ある教会から別の教会への挨拶の例が他にもいくつかあります　(ローマ

16:16; Ⅰコリント 16:19-20; ピリピ 4:21)。ヨハネの宣教の舞台は小アジアのローマの属州で

あったため、これがその属州の教会である可能性は十分にあります。フィンドレーは、ペル

ガモンの教会が選ばれた女性であり（1節）、エペソの教会が彼女の選ばれた姉妹であると

主張しました（13節）。[6]

https://www.planobiblechapel.org/tcon/notes/html/nt/2john/2john.htm#_ftn1
https://www.planobiblechapel.org/tcon/notes/html/nt/2john/2john.htm#_ftn2
https://www.planobiblechapel.org/tcon/notes/html/nt/2john/2john.htm#_ftn3
https://www.planobiblechapel.org/tcon/notes/html/nt/2john/2john.htm#_ftn4
https://www.planobiblechapel.org/tcon/notes/html/nt/2john/2john.htm#_ftn5
https://www.planobiblechapel.org/tcon/notes/html/nt/2john/2john.htm#_ftn6
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日付

ヨハネが言及した教会に存在する状況は、ヨハネ第一で言及した状況と非常によく似ていま

す。したがって、執筆時期はヨハネ第一の時代、西暦 90 年から 95 年に非常に近かったと

思われます。

執筆場所

エペソは、ヨハネが3通の手紙すべてを書いた場所である可能性が最も高いと思わ

れます。[7]

「したがって、第 2 ヨハネと第 3 ヨハネは、他の書籍の規定として、第 1 ヨハネにある

種の設定と枠組みの役割をしています。」[8]

特徴

「ヨハネが神の家族について書いている使徒であることを思い出してください。パウロ

は神の教会について書いており、ペテロは神の統治について書いています。」 [9]

ジャンル

「第一ヨハネとは異なり、第二ヨハネと第三ヨハネは個人的な手紙のカテゴリーに属

しています。」[10]

アドルフ・ダイスマンは手紙と書簡を区別しました。[11]　彼は第一ヨハネを書簡（正式

な文学作品）のカテゴリーに、第二ヨハネと第三ヨハネを手紙（非文学的通信）のカ

テゴリーに入れました。

「これらは使徒の毎日の通信から抜粋したメモです。」[12]

概要

I. 紹介 1-3節

II. 真実の重要性 4-11節

A. 真実を実践する 4-6節

B. 真実を守る 7-11節

III. 結論 12-13節

https://www.planobiblechapel.org/tcon/notes/html/nt/2john/2john.htm#_ftn7
https://www.planobiblechapel.org/tcon/notes/html/nt/2john/2john.htm#_ftn8
https://www.planobiblechapel.org/tcon/notes/html/nt/2john/2john.htm#_ftn9
https://www.planobiblechapel.org/tcon/notes/html/nt/2john/2john.htm#_ftn10
https://www.planobiblechapel.org/tcon/notes/html/nt/2john/2john.htm#_ftn11
https://www.planobiblechapel.org/tcon/notes/html/nt/2john/2john.htm#_ftn12
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以下は、この本の優れた説明的な概要です。[13]

I. 真実は排他的なクリスチャンコミュニティを生み出す (1-3節)。

II. 真実は独特のキリスト教倫理を必要 とする(4-6節)。

IIl. 真実は命題的なキリスト教の教義と関係がある (7節)。

IV. 真実にはクリスチャンの絶え間ない警戒が必要 (8-11節)。

メッセージ

この手紙のメッセージを要約すると、次のようになります：兄弟愛を維持するには、真理にと

どまることが不可欠です。ヨハネがこの手紙の中で何を言ったかを明確にしてみましょう。

まず、啓示された真理はクリスチャンの基礎であると彼は書きました。ヨハネは、啓示された

真理の重要性を次の5つの方法で強調しました。(1) 彼はその真理を自分の愛の基盤として

いた (1節a)。(2) 彼はすべてのクリスチャンの愛を真理の基礎としていた (1節b)。(3) 彼はそ

の真理をもとにこの手紙を書いた(2節)。(4) 彼はそれに基づいてキリスト教の 3つの偉大な

恵みを根拠とした (3 節)。そして (5) 彼は読者がこの真理を人生の基盤としていることに賞

賛した (4 節)。

真実とは、ヨハネがキリストの教えを意味したのです（9節）。これには、イエスが神の啓示とし

て承認したすべてのもの（ヘブル語聖書、旧約聖書）、およびイエスが昇天後に個人的に、

また使徒たちを通して教えたすべてのものが含まれます（新約聖書、使徒言行録1:1参

照）。

私たちは神の真理の重要性のバランスを保たなければなりません。それは神や他の人々と

の適切な関係を適切にサポートする唯一の基盤です。それは神の戒めについての私たち

の知識の源です。したがって、それは私たちと神や他の人々との関係の基礎となります（8

節）。また一方、それは神や他の人々との適切な関係の基礎にすぎません。私たちはその

真実に留まらなければなりません。留まることは、正統性に対する知識的に同意をするだけ

でなく、神が私たちを支配するという重要な関係も含まれます。神の真理(1ヨハネ1:7)の光

の中を歩むことによって、この関係が可能になります。

第二に、ヨハネは、他者への愛は真理に留まることから生まれると書きました。彼は、他の人

への愛がクリスチャンにとって非常に重要であると考えていました。彼の視点はモーセの律

法とイエス・キリストの教えと調和しています（5節）。彼はまた、他者への愛は本質的に神の

ご意志への従順であるとみなしました（6節）。神に従うとき、私たちは他の人にとって最善の

ことを行います。これが他者を愛するということです。私たちが真実に留まるときに、私たち

は愛することができるのです

第三に、ヨハネは愛を真実から切り離すことに対して警告しました。ヨハネの時代には、真理

を拒否しながらも愛を持ち続けようとする人もいました。彼らは初歩的な真理から高度な真

https://www.planobiblechapel.org/tcon/notes/html/nt/2john/2john.htm#_ftn13
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理に進歩したと主張しましたが、実際には彼らは真理を放棄していました(7-9節)。ヨハネは

読者に、偽教師たちを決して励まさないようにと助言しました（10-11節）。しかし愛を差し控

えるように言っているわけではありません。

現代でも同じような訴えをする人たちがいます。私たちは、聖書から逸脱した教えに従おうと

する訴えに注意する必要があります。聖書が明らかにしているものよりも霊的真理について

より高度な知識を主張する訴え（カルトの訴えなど）に注意しましょう。私たちはこの手紙か

ら、偽教師とどのように関わるべきかを学ぶことができます。偽教師の行う仕事を奨励すべき

ではありませんが、愛をもって彼らに手を差し伸べるべきです。ある講演者が「お互いが愛し

あっている限り、個々が信じているものはそれほど問題ではない」と言うのを聞いたことがあ

ります。ヨハネはこれに同意しなかったでしょう。ヨハネは、私たちが何を信じるかが非常に

重要であると書きました。なぜなら、私たちが本当に愛し合っているかどうかは、何を信じる

かによって決まるからです。真理にとどまることは、兄弟愛を維持するために不可欠です。

これがこの短い手紙の本質的なメッセージです。

他のクリスチャンを一貫して愛したいなら、真理に留まり、キリストのうちに留まるとき、それが

最も簡単であることがわかります。未信者や不信者は他の人を愛することができますし、実

際に愛していますが、キリストに従う人を愛することは困難です。彼らは私たちとの共通点が

少なく、私たちに有罪判決を受けていると感じることがよくあります。[14]

これらの強調を考慮すると、ヨハネ第二書がヨハネ第三書とともに「ヨハネの牧会書簡」と呼

ばれているのも不思議ではありません。[15]

説明

I. 紹介 1-3節

ヨハネは自己紹介し、この手紙の受信者を特定し、挨拶し、読者が今後の内容に備えられ

るように、関心のある主な主題について言及しました。

1-2節 これらのメモの導入部分で説明されているように、長老は明ら

かに使徒ヨハネであり、選ばれた女性はおそらく地元の教会、彼女の子ども

たちとはおそらくその教会の信者を指していたと言えるでしょう。[16]

「ここでは、長老という言葉が新約聖書のキリスト教の文脈で通常持つ

意味での長老、つまり地方の教会で長老の役職を解職した人のこと

を意味していると考えることは難しいと言えます。…この言葉は別の特

殊な意味で現れています。2世紀のキリスト教文献において、使徒以

降の世代の教会指導者、特に使徒または『使徒の人々』の弟子であ

https://www.planobiblechapel.org/tcon/notes/html/nt/2john/2john.htm#_ftn14
https://www.planobiblechapel.org/tcon/notes/html/nt/2john/2john.htm#_ftn15
https://www.planobiblechapel.org/tcon/notes/html/nt/2john/2john.htm#_ftn16
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り、したがって使徒から受け取り、自分たちの従者たちに代々伝えて

きた『伝統』の保証人であった人々のことを指します」[17]

「住所が意図的に特定できないようにされている可能性は十分にあり

ます。この手紙は、迫害が現実に起こり得る時期に書かれたもので

す。もし手紙が悪者の手に渡れば、問題が起こる可能性は十分にあ

ります。手紙は、内部関係者にとっては宛先が非常に明確であるよう

に宛先が定められていますが、部外者にとっては友人から友人への

個人的な手紙のように見えます。そして、もしそうなら、手紙の宛先が

誰であるか、あるいは誰であるかを特定するのが私たちが困難である

のは、ヨハネの才能に敬意を表する以外の何ものでもありません。」
[18]

教会は、えり抜かれた（選ばれた）人々、つまりクリスチャンで構成されるという

点で選ばれました。

ヨハネはこの教会を愛していましたし、この教会のことを知っている他のクリス

チャンも同様でした。この愛の基礎は、そこにいるクリスチャンたちが互いに

信じている真理でした。ヨハネが彼らを愛した理由の一つは、彼らが真理を

愛していたからです。[19] この真理は聖書における神の啓示を指しています。

この真理の重要性は、ヨハネがこれら2 節の中で 3 回言及していることからも

明らかです。

「真理は真実の愛を可能にします。」[20]

3節 ヨハネは、神の真理を守り（助け守り、保ち）、お互いに愛を実

践することの重要性を読者に理解してもらいたかったのです。これら2つのこ

とは、恵み、憐れみ、平和の基礎です(エペソ 2:4-5 参照)。恵みは神の過分

の恩恵であり、憐みは慈悲であり、平和は調和と内なる静けさです。

「『恵み、慈悲、平和』の継承は、神の最初の概念から人間の最終的

な満足に至るまでの秩序を示しています。」[21]

これらの特質は、真実と愛が優勢な場所で開花します。

「真実から離れてしまえば、愛は単なる感傷や人道主義にすぎませ

ん。もし私が本当に兄弟たちのことを思っているなら、彼らに神の真

実を知ってもらい、それに従って生きてもらいたいと思うでしょう。」[22]

「『真理と愛』が調和して共存するところでは、私たちはバランスのとれ

たクリスチャンの性格を持つことができます（エペソ4:15参照）。」[23]

https://www.planobiblechapel.org/tcon/notes/html/nt/2john/2john.htm#_ftn17
https://www.planobiblechapel.org/tcon/notes/html/nt/2john/2john.htm#_ftn18
https://www.planobiblechapel.org/tcon/notes/html/nt/2john/2john.htm#_ftn19
https://www.planobiblechapel.org/tcon/notes/html/nt/2john/2john.htm#_ftn20
https://www.planobiblechapel.org/tcon/notes/html/nt/2john/2john.htm#_ftn21
https://www.planobiblechapel.org/tcon/notes/html/nt/2john/2john.htm#_ftn22
https://www.planobiblechapel.org/tcon/notes/html/nt/2john/2john.htm#_ftn23
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イエス・キリストを父の子として描写したヨハネの記述から、最初の書簡と福音

書の両方でイエスの完全な神性を強調したことを思い出すことができます。

「これは、神の御子が救いの神聖な祝福をもたらす担い手、仲介者と

して世に遣わされたことを意味します。」[24]

II. 真実の重要性 4-11節

「ヨハネ第二の中央部分[4-11節]には、真理と誤り、愛と憎しみ、教会と世の間の大

きな対比が簡潔にまとめられていますが、これらはヨハネ第一でより詳しく扱われて

います。」[25]

A. 真理を実践する 4-6節

ヨハネがこの手紙を書いたのは、神の啓示の真理に積極的に応答し神に従い続けるように

読者に促すためでした。彼はまた、この真実を歪めようとする偽教師の侵入に抵抗するよう

望んでいました。彼は4節から6節で最初の目的を取り上げました。

4節 ヨハネはまず教会を褒めました。彼は、神の真理に従って歩

いている（すなわち、光の中を歩いている、ヨハネ第一1:7参照）会員の何人

かに会うことができて大いに喜びました。

「若い旅人には、自分たちの宗教を持ち運ぶことを教えましょう。宗教

を家に置いたままにしたり、旅行先の国の悪い風習を学んだりしない

ようにしましょう。」[26]

「真理を実践するよりも、真理を研究すること、あるいは真理について

議論することのほうがはるかに簡単です。」[27]

「…真実は、外部の支柱によって支えられるのではなく、それ自体が

支えとして機能するとき、すべての疑いを払拭されます。」[28]

「ヨハネの目標は、信者たちを真理、つまりイエス・キリストの戒め、つ

まり他のクリスチャンを愛しなさいという戒めに従って歩む弟子に変え

ることでした（5-6節、マタイ22：37-39参照）。」[29]

5節 この教会に対するヨハネのメッセージは、新しい啓示（戒め）で

はありませんでした。それは、互いに愛し続けることによって神の真理に従っ

て歩み続けることを思い出させるものでした（ヨハネ第一 2:3-9、3:14-18、23

、4:7、11、20-21 参照）。偽教師は読者に真実から離れるように勧めていた

ので、これは覚えておくべき重要なことです（6節）。

https://www.planobiblechapel.org/tcon/notes/html/nt/2john/2john.htm#_ftn24
https://www.planobiblechapel.org/tcon/notes/html/nt/2john/2john.htm#_ftn25
https://www.planobiblechapel.org/tcon/notes/html/nt/2john/2john.htm#_ftn26
https://www.planobiblechapel.org/tcon/notes/html/nt/2john/2john.htm#_ftn27
https://www.planobiblechapel.org/tcon/notes/html/nt/2john/2john.htm#_ftn28
https://www.planobiblechapel.org/tcon/notes/html/nt/2john/2john.htm#_ftn29
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「愛が真実や信仰に先立つということではありません。愛は自身の告

白が真実なものであるか、そして神の命令に対し誠実であるかを最も

明確にテストすることができるのです。信仰は偽り、口先だけで告白

することもできますが、愛はそれを行うのが偽りよりも難しいのです」[30]

6節 互いに愛し合うことの意味について質問がある人がいたら、ヨ

ハネは、それは本質的に神に従うことだと説明しました（第一ヨハネ5:2-3a参

照）。つまり、私たちが最もお互いを愛するのは、神の御言葉が明らかにする

神の御心に従うとき（「神の戒めに従って歩む」とき）です。

「愛は、神の御心の表現をひとつひとつより詳しく理解しようと努めま

す。」[31]

この節の最後の単語「それ」の先行詞は、英語本文でもギリシャ語本文でも

明らかになっていません。「それ」は愛または戒めのいずれかを指す可能性

があります。ヨハネの議論を考慮すると、後者の選択肢のほうがやや可能性

が高いように思えます。この場合、ヨハネが言いたいのは、使徒たちの説教

の初めから神の命令を聞いていたように、読者も神の命令に従うべきだという

ことでした（第一ヨハネ1:1参照）。彼らは偽教師たちが宣べ伝えていた偽福

音に従うべきではありません。

神の具体的な戒めはすべて、実際にはクリスチャンにとっての1つの戒めまたは義務です (1

ヨハネ 3:22-23 参照)。

B. 真実を守る 7-11節

ヨハネは 2 番目の目的に移りました。 彼は、真実を歪め、一部の信者を欺いている偽教師

たちに抵抗するよう読者を奨励するために書きました。

「長老の注意は、ヨハネ共同体内に大きな喜びを与えてくれる真の信仰の存在（4

節）から、『この世に亡命した』欺瞞者による誤った信仰の支持によってもたらされる

危険へと移ります。以前、著者はキリスト教の真理と愛について話しました。ヨハネ第

二の残りの部分では、間違いとは対照的に真理の必要性に必然的に重点が置かれ

ています。しかし、この2つの部分は連動しています。真理から逸れることは愛の失

敗をもたらします。このように、異端の脱退とその結果に関する暗い描写（7-11節）

が、愛と一致を求めるヨハネの温かい訴え（4-6節）の基礎となっています。」[32]

7節 この聖句は6節の勧めの理由とこの手紙の理由を示しており、

その後の4節から6節とつながっています。

「…放浪の預言者と説教者は確かに問題を引き起こしました。彼らの

立場は、とりわけ濫用されやすいものでした。彼らは絶大な名声を

https://www.planobiblechapel.org/tcon/notes/html/nt/2john/2john.htm#_ftn30
https://www.planobiblechapel.org/tcon/notes/html/nt/2john/2john.htm#_ftn31
https://www.planobiblechapel.org/tcon/notes/html/nt/2john/2john.htm#_ftn32
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持っていました。そして、最も望ましくない人々が、人生のあらゆる場

面に介入し、地元の会衆を犠牲にして非常に快適な生活を送ってい

ました。賢い悪党は巡回預言者として非常に快適な生活を送ることま

でできたのです。異教の風刺家でさえこれを目の当たりにしました。ギ

リシャの作家ルキアヌスは、彼の作品「ペレグリヌス」で、働くことなく生

計を立てる最も簡単な方法を見つけた男の姿を描きました。彼はキリ

スト教徒のさまざまなコミュニティを巡り歩き、彼の好むところに定住す

ることで肥えた土地を生きた遍歴の山師であり、彼はそのコミュニティ

の費用を使って贅沢に暮らしていました。[33]

初期の教会ではすでに誤った教えが蔓延し始めていました（例：グノーシス

主義、教義主義、ケリントス主義[34] など。ヨハネ第一2:18、22-23、27;4:1-3

参照）。よくある間違いはキリスト論的なものでした。偽教師たちはイエスを、

肉となって来た神の油そそがれた者（キリスト）とは別のものとみなしていまし

た（第一ヨハネ5:1参照）。肉において来るということは、肉において来て、そ

れを続けていくことを意味します。これが受肉の本当の見方です。イエスは完

全に神であり、完全に人間であり、そしてこれからもその事実は変わることが

ありません。

「キリストは決して受肉するとは言われておらず、肉体となって現れた

と言われています。前者であれば、神は誕生後しばらくしてイエスと一

体になったと言える余地が残されているでしょう。」[35]

「受肉は単なる出来事以上のものであり、ロゴスと人間の本性との間

の一時的かつ部分的なつながり以上のものでした。それは交わりの

可能性の永続的な保証であり、それがもたらされる主要な手段でし

た。」[36]

このタイプの偽教師は、キリストに敵対するだけでなく(反キリスト）、欺瞞者で

もあります。ヨハネは、そのような人が終末の反キリストであるという意味では

ありませんでした。ギリシャ語の定冠詞の使用は、the と訳され、ここでのよう

に無名の個人に対して使用されますが、英語の不定冠詞 a または an の方

がより適切に翻訳できる場合があります。終末の反キリストがまだ現れていな

いことを示している他の聖句を考慮すると、この声明のこの理解はここでは好

ましいと言えるでしょう（例えば、ダニエル11章、テサロニケ第二2 章、ヨハネ

第一 2:18）。

「長老は、私たちが極度の悪人を『まさに悪魔である』と呼ぶように、真

理を否定する人は誰であれ、まさに反キリストであると言っています。」
[37]

https://www.planobiblechapel.org/tcon/notes/html/nt/2john/2john.htm#_ftn33
https://www.planobiblechapel.org/tcon/notes/html/nt/2john/2john.htm#_ftn34
https://www.planobiblechapel.org/tcon/notes/html/nt/2john/2john.htm#_ftn35
https://www.planobiblechapel.org/tcon/notes/html/nt/2john/2john.htm#_ftn36
https://www.planobiblechapel.org/tcon/notes/html/nt/2john/2john.htm#_ftn37


9

8節 偽教師と妥協することによって報酬を失う可能性があります

（ヘブル人への手紙の警告箇所を参照）。[38]さらに、ヨハネの読者にとっての

損失は、ヨハネも読者の人生に関わっていたので、したがって彼も損失を伴

うことになります。

「読者は、全ての報酬を受けるために、使徒や伝道者たちがなされた

働きを欺瞞者たちによって取り消されないように注意するよう警告され

ています。」[39]

「私たちが取り組んできたものとは、おそらく、手紙の受信者たちが自

分たちの地域社会や周囲の地域社会で取り組んだ牧会的、宣教的

な努力のことを指していると言えます。偽った教えを持つ反対派が反

対されずに改宗することが許されれば、この活動は「失われる」でしょ

う。」[40]

いくつかの古代の写本（およびNIV）には、「自分が働いてきたものを失うな」

と書かれています。[41] これは、読者が行った善行を指しており、それはキリス

トの裁きの座で報われるのです。ただし、損失は部分的なものにすぎませ

ん。彼らはそれでもある程度の報酬を受け取ることにはなるでしょう（第一コリ

ント3:11-15;第一ペテロ 1:3-5 参照）。[42]

ヨハネが言いたかったことは、忠実であり続けるならば手紙の受信者や使徒

たちは、真理を広めるために行ってきた今までの働きに相当する主からの報

いを失うことはないことを覚えておくべきだということだったと私は思います。

救いの喪失は全く考えられていません。救いは神の賜物であり、行われた善

行に対する報酬ではありません。

「ヨハネは彼らが最後までついてきてくれるかを心配しています。」[43]

「いつか『よくやった、良い忠実な僕だ』という種の言葉をを聞くことが

できるように信者すべて、報いのために働くべきです（マタイ 25:21 参

照 [2 テモテ4:7-8参照]）。 」[44]

「偽りの教義が教会に侵入することを許されれば、その教会の進歩を

止めたり、また教会を破壊したりする可能性さえあります。」[45]

9節 ここでヨハネが心に描いていた人物像は、偽教師らによると、

真理をすべて持っていないために、偽教師からさらに教えられる必要がある

クリスチャンの姿だったようです。偽教師が、自分たちの考えに同意しない人

はまだ知識的に幼児である、あるいは少なくとも教育を受けていない、と主張

するのは今日でもよくあることです。しかし、ヨハネは、その「未熟」と思われる

https://www.planobiblechapel.org/tcon/notes/html/nt/2john/2john.htm#_ftn38
https://www.planobiblechapel.org/tcon/notes/html/nt/2john/2john.htm#_ftn39
https://www.planobiblechapel.org/tcon/notes/html/nt/2john/2john.htm#_ftn40
https://www.planobiblechapel.org/tcon/notes/html/nt/2john/2john.htm#_ftn41
https://www.planobiblechapel.org/tcon/notes/html/nt/2john/2john.htm#_ftn42
https://www.planobiblechapel.org/tcon/notes/html/nt/2john/2john.htm#_ftn43
https://www.planobiblechapel.org/tcon/notes/html/nt/2john/2john.htm#_ftn44
https://www.planobiblechapel.org/tcon/notes/html/nt/2john/2john.htm#_ftn45
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立場こそがクリスチャンにふさわしいものであるとみなしました（マタイ10:16

参照）。彼の読者がそれを超えて進んでしまうと（「行き過ぎた人」）、彼らは本

当に真理から外れて失態に陥ってしまいます。ヨハネはここで読者に、背

教、つまり真理を捨てて誤りを受け入れる危険性について警告しました（第

一ヨハネ2:23-24参照）。

「科学が自然における神の啓示に対するものであるように、神学は恵

みにおける神の啓示です。科学が常に第一の創造の驚異を次々に

発見しているように、神学も常に新しい創造の栄光にさらに深く入り込

み、キリストのうちに隠された宝を明らかにしていきます。聖ヨハネは

神学の進歩を否定していません；彼はその限界について定義してい

ます：『キリストの教えに留まりなさい』」。[46]

「transgresseth（「行き過ぎ」）という言葉は非常に興味深い言葉です。

ギリシャ語ではproagoです。Agoは「行く」という意味で、proは「前」を

意味します。プロアゴとは「前に行く、前に行く」という意味です。した

がって、ここでの意味は、違反するというよりも、正しいことを超えて進

むということです。」[47]

「根本的な真理を否定する進歩は後退である。」[48]

ヨハネが「留まる」（または保つ、ギリシャ語meno）という言葉を使ったことの背

景には、彼が単なる死んだ教義の正統性ではなく、真理の固守に伴う神との

重要な個人的関係について語ったことを示しています（ヨハネ8:31;

14:21-23; 15:1-7参照)。

ここでいうキリストの教えとは、「キリスト教の教えの基準」[49] であるキリストが

与えた教え（主観的属格）のこともあれば、キリストについての教え（客観的属

格）のことも考えられます。おそらくヨハネは両方のことを意味していたので

しょう。

「この教えの範囲内に留まらない者は『神を持っていません』。これは

神との交わりに相当するものであり、これは私たちがすでに第一ヨハ

ネ2:23で出会った考え方です（5:12 参照。続きを参照）。 」[50]

「イエス・キリストについての真の教義に留まらない人は、その新しい

視点やライフスタイルにおいて神がともにいないと言うことです。その

ような人は神の届く範囲から離れていますが、逆にキリストの教義に

留まっている人は神とのより強いつながりをもっています。」[51]

https://www.planobiblechapel.org/tcon/notes/html/nt/2john/2john.htm#_ftn46
https://www.planobiblechapel.org/tcon/notes/html/nt/2john/2john.htm#_ftn47
https://www.planobiblechapel.org/tcon/notes/html/nt/2john/2john.htm#_ftn48
https://www.planobiblechapel.org/tcon/notes/html/nt/2john/2john.htm#_ftn49
https://www.planobiblechapel.org/tcon/notes/html/nt/2john/2john.htm#_ftn50
https://www.planobiblechapel.org/tcon/notes/html/nt/2john/2john.htm#_ftn51


11

10-11節 ヨハネの時代の文化では、哲学者や教師は宿泊先や経済的

援助をしてくれる人々に頼っていました（例、使徒 18:2-3; 21:7）。[52] ヨハネ

は読者に、このような方法で偽教師たちを助けることを拒否するよう指示しま

した（「彼を家に受け入れてはいけません」）。これ以上に、彼らはこれら偽教

師たちを口頭で励ますことさえも許されませんでした（使徒15:24; 23:2-6; 1

コリント10:20; 1テモテ5:22; ヤコブ 1:21; 1ペテロ3:13参照)。[53] ヨハネはここ

で異端者の迫害を主張していませんが、読者に対し、彼らの破壊的な宣教

に援助や励ましを与えないよう強く忠告しました。[54]

「これは厳しい措置であり、特に新約聖書（特に第三ヨハネでも）では

もてなしが一般的に禁じられていることを思い出せばなおさらです。」
[55]

「この命令は、聖ヨハネの激しく熱心な精神に与えられたものであり、

真のキリスト教の愛の精神はそうではないことを私たちに教えていると

言う人もいます。しかし、正しく解釈すると、そうではないことがわかり

ます。また、このように主の使徒たちに対する直接の倫理的命令を脇

に置く自由があるというわけではないこともわかります。個人のさまざま

な性格が彼らの著作の表面に表れているかもしれませんが、深層か

ら湧き出てくるこれらの厳粛な命令において、私たちは彼ら全員を一

つの体としてまとめたその真理の御霊の力を認識する必要がありま

す。もしこの命令がどの時代においても教会の忠実な息子たちによっ

て守られていれば、今の教会は限りなく良くなったことでしょう。」[56]

「ユダヤ人の目には、挨拶は単なる形式的なもの以上のものです。平

和の挨拶は祝福に相当します（マタイ10:13＝ルカ10:6参照）。それに

比べて、ギリシャの挨拶（チャイレイン）は無色です。だからこそ著者

は、ギリシャの読者に禁止の理由を説明する義務があると感じている

のです。」[57]

私は、ヨハネなら、偽教師を内密に正し、キリストの人柄と働きに対する真の

認識に導く読者の努力を認めたと信じています（使徒言行録18・26参照）。私

たち自身もそのような人々と接するとき、ある面では彼らの奉仕に関わり、ま

た別の面では自分自身に関わる必要があります。私たちは彼らの働きを承認

したり奨励したりしてはなりませんが、彼らとキリストとの個人的な関係に関心

を示すべきです。[58]

「今日、ヨハネの言葉を不慈悲なものとして反動させる表面的な感傷

主義的な考え方が存在します。しかし、私たちは病気に対して不寛容

であると医師を非難するのでしょうか？患者に尋ねてみてください。私

たちの中に、致命的なウイルスを故意に自分の体内に受け入れる人

https://www.planobiblechapel.org/tcon/notes/html/nt/2john/2john.htm#_ftn52
https://www.planobiblechapel.org/tcon/notes/html/nt/2john/2john.htm#_ftn53
https://www.planobiblechapel.org/tcon/notes/html/nt/2john/2john.htm#_ftn54
https://www.planobiblechapel.org/tcon/notes/html/nt/2john/2john.htm#_ftn55
https://www.planobiblechapel.org/tcon/notes/html/nt/2john/2john.htm#_ftn56
https://www.planobiblechapel.org/tcon/notes/html/nt/2john/2john.htm#_ftn57
https://www.planobiblechapel.org/tcon/notes/html/nt/2john/2john.htm#_ftn58
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がいるでしょうか？私たちは皆、異なる見解や信念を持つ人々と交わ

らなくてはなりませんし、キリスト教徒として私たちは真に彼らの魂を愛

すべきですが、いかなる種類のキリストを辱めるプロパガンダでも彼ら

と協力的に交わることは、私たちを買い取ってくださった主への愛へ

の裏切り行為です59]

「確かに、誰に対してもこのような過激なもてなしを差し控える前に、

細心の注意を払うべきです。長老の場合、それは共同体の信仰を破

壊することに専念した反キリスト教徒にのみ適用されました。この問題

には、解釈の相違や個人的な誤解以上のものが含まれていました。

それは過激かつ明確に定義された不信仰であり、キリスト教の中心を

揺るがす真理と実践の倒錯を積極的かつ攻撃的に推進するものでし

た。」[60]

「親の責任は、これに例えられるかもしれません。親は、たとえ親戚と

一緒にいる時でもそのなかで誰を家で楽しませるか考慮しなければ

なりません。親戚の中には、子どもの道徳的、精神的、身体的な安全

性を脅かすような疑わしい性格の人もいるかもしれません。そのような

親族は除外されなければなりません。親は親族への配慮と子どもたち

への責任のバランスをとらなければいけません。ヨハネは、この箇所

である選ばれた女性とその子どもたちが偽教師たちに憎しみをもって

対処したり報復したりすることを示しているのではなく、彼らの異端的

な考えが若い教会を破壊することがないように、偽教師たちから距離

を置くべきであるとアドバイスしています。」[61]

III. 結論 12-13節

ヨハネは、この手紙が簡潔である理由を説明するために、読者を直接訪問したいという希望

を表明しました。

12節 ヨハネはこの書簡に書かれている内容の他にももっと書くべき

議題はあったけれども神からそれを手紙に記すように示されなかったとこの

箇所で言及しています。彼は、この手紙を標準サイズのパピルス紙に書き記

すことができたかもしれません。ヨハネが手紙の読者を訪問したいという願い

を実際に叶えることができたかはわかっていません。

「一般原則を定めるのは簡単なことですが、それを特定の条件に適用するの

は際どい作業であり、それには知識、同情、慈善が必要です。[63]

https://www.planobiblechapel.org/tcon/notes/html/nt/2john/2john.htm#_ftn59
https://www.planobiblechapel.org/tcon/notes/html/nt/2john/2john.htm#_ftn60
https://www.planobiblechapel.org/tcon/notes/html/nt/2john/2john.htm#_ftn61
https://www.planobiblechapel.org/tcon/notes/html/nt/2john/2john.htm#_ftn63
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彼が読者を訪問したとき、読者は喜びに満ちたことでしょう（第一ヨハネ1:4参

照）。

13節 ヨハネは間違いなく、彼自身が会員である姉妹教会のクリス

チャンが自分の挨拶とともに読者に挨拶を送ってくれることを意味していたと

思われます。
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